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「新しい生活様式」に基づく紫波町地域活動マニュアル 

 

はじめに 

新型コロナウイルス感染症の影響で、地域活動が自粛されるようになりました。また、県内でも集団感

染者（クラスター）が確認され、行われていた地域活動の継続と再開にとても不安を生じているので

はないでしょうか。 

日々の生活においては、感染拡大を予防する『新しい生活様式』を実践していただいておりますが、一

方で、感染を恐れるあまり外出を控えすぎて『生活不活発』による健康への影響が危惧されています。 

また、コロナ禍は人と人との分断を促進し、その結果「人びとの繋がり」の希薄化がさらに加速するこ

とが懸念されています。本マニュアルは、新型コロナウイルス感染症を正しく理解し、適切な感染対策

を行いながら、地域活動への不安が最小限で取り組めるよう、今後の地域活動の参考にしていただく

ために作成したものです。 

※以下、厚生労働省・環境省・経済産業省・豊橋技術科学大学ホームページ参照 
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【新しい生活様式の実践例】 

1. 一人ひとりの基本感染対策 

＜感染防止の 3つの基本＞ 

    

     

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人との距離はできるだけ2ｍ（最低 1ｍ）空けましょう。 

会話をする際は、可能な限り真正面を避けましょう。 

外出時や屋内で会話をするとき、人との間隔が十分とれない場

合は、症状がなくてもマスクを着用しましょう。 

ただし、人と 2ｍ以上離れている時には、マスクは外してもよい

です。また、夏場にマスクを着用して作業する場合、参加者にこま

めに声をかけて休息を促し、子ども・高齢者・障がい者の方々は

熱中症になりやすいので、積極的に声がけを行いましょう。 

①身体的距離の確保 

②マスクの着用 

マスク着用中にメガネが曇るのは息が

漏れている証拠です。鼻と密着させる

工夫を行ってください。 

例えば・・・マスクの鼻に当たる針金の

部分を外側に一折してみてください。 

不織布マスク（3 層構造）の表裏を間違えると微生物

が付きやすくなり、呼吸も苦しく感じます。ポイント

は、マスクのプリーツを下向きに着用してください。 

※マスクの製造によって、プリーツの向きが異なるこ

とがあるので製造元の使用方法をご確認ください。 

 

（1）外側：PP(長繊維)

防水・撥水素材 

（2）中層：フィルター 

（3）内側：吸水性のあ

る肌触りの良いもの 

マスクは鼻と口をしっかり覆いましょう💡 
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■マスクの素材で効果は変わります 

対策方法 マスク フェイスシー

ルド 

マウスシー

ルド 

なし 

  

 不織布 

 

布 

 

ウレタン 

 

   

 吹き出し飛沫量 

2割 3割 5割 8割 9割 10割 

 吸い込み飛沫量 

1/3 1/2 2/3 小さな飛沫に対しては効

果なし（エアロゾルは妨げ

ない） 

10割 

                                ※国立大学法人豊橋技術科学大学 Press Release参照 

 

＜参考リンク＞ データから見るマスクの効果 豊橋技術科学大学 Press Release 

 

 

 

 

 

マウスシールドではなく

マスクを着用しましょう。 

フェイスシールドだけでは

飛沫感染を防げません。

一緒にマスクを着用しま

しょう。 

低 

危険度が高い 
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家に帰ったらまず手や顔を洗いましょう。 

手洗いは 10秒間石鹸で洗い、15秒間流水で流しましょう。 

飛沫を明らかに浴びた時は、できるだけすぐに着替えたり、シャワーを浴びましょう。 

※手洗いを丁寧に行うことで、十分にウイルスを除去できるため、さらにアルコール消毒

を使用する必要ありません。 

③手洗い・手指消毒 

実は、スキンケアも重要です！手荒れする

と、必然的に手洗いや手指消毒を行わな

くなります。ハンドクリームや化粧水でス

キンケアを行いましょう。 
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コミュニティナースの手指消毒の動画が流れます。 

是非ご覧ください▶▶▶ 

 

 

 

手指消毒のアルコールはでき

れば 70％以上としてくださ

い。少なくとも 60％以上とし

ましょう。 

＜参考リンク＞ 

【手指消毒を見直しましょう】紫波町地域おこし協力隊×コミュニティナースまどか 

手指消毒の適正量は、20～30秒液を手

に刷り込ませられる程の量が必要です。 

それ以下であれば、十分な手指消毒の効

果が得られません 
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2. 日常生活を営む上での基本的生活様式 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① こまめに手洗い・手指消毒・咳エチケットを徹底しましょう。 

 

 

② 換気の際は空気の流れを作るため、冷暖房をつけながらも2方向の窓を常

に開け、空気の流れを作りましょう。窓が一つしかない場合は、部屋のドアを

開けて扇風機などを窓の外に向けて設置すると効果的です。 

※外の湿度が 80％以上の場合、長時間開放のままでエアコンを運転すると室内機に露が付

き、家財などをぬらし汚染の原因になることがあります。 

定期的に室温・湿度を確認し、高温多湿（熱中症・食中毒のリスク）や乾燥（インフルエンザ等

の感染リスク）の状況を避けましょう。 

換気が出来ているかを確認する方法💡 

お部屋でお線香を焚いてみてくださ

い。香りが滞るようであれば換気は不十

分です。 お線香を焚いてみると、空

気の流れが可視化され環境

を作りやすいです。 

咳エチケットは、咳をする

時、人から顔を背けて、口

を上着の内側や袖（そで）

で覆いましょう。 

顔に触れる前や、マスクに触

れた後には手洗いや手指消

毒を行いましょう。 



7 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

＜乾燥対策＞ 

空気が乾燥すると、のどの防御機能が低下し、インフルエンザなどの感染症にかかりやすくなりま

す。特に乾燥しやすい室内では、適切な湿度を保つことも効果的です。 

※可能であれば湿度は 40％を下回らないようにしましょう。 

                           

 

③ 「3密」を回避（密集・密接・密閉）しましょう。 

✖ 

④ 熱っぽさや体調不良を感じた時やイベント参加時には、体温測定・健康チェック

をし、発熱又は風邪の症状がある場合は自宅で療養としましょう。 

職場で体調不良を訴える人がいたら、自宅での療養を指示しましょう。 

⑤ バランスの良い食事と十分な休息をとりましょう。 

 

＜参考リンク＞ 「インフルエンザQ＆A 厚生労働省」 
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【身の回りを清潔にしましょう】 

食器・手すり・ドアノブなど身近な物の消毒には、アルコール・熱水・塩素系漂白剤、及び

一部の洗剤が有効です。 

            

               

 

 

 

 

                                      

 

 

 

 

 

＜参考リンク＞ 

「新型コロナウイルスの消毒・除菌方法について（厚生労働省・経済産業省・消費者庁特設ページ）」   

 

20秒間浸した

後にふき取る

と効果的です。 
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0.5％以上の次亜塩素酸ナトリウム液の作り方 

 

 

＜次亜塩素酸ナトリウムを主成分とする製品の例＞ 

メーカー 

（五十音順） 

商品名 作り方の例 

花王 ハイター 

キッチンハイター 

水 1Lに本商品 25ml（商品付属のキャップ 1杯） 

※次亜塩素酸ナトリウムは、一般的にゆっくりと分解

し、濃度が低下していきます。購入から 3 カ月以内

の場合は、水 1L に本商品 10ml（商品付属のキャッ

プ 1/2杯）が目安です。 

カネヨ石鹸 カネヨブリーチ 

カネヨキッチンブリーチ 

水 1Lに本商品 10ml（商品付属のキャップ 1/2杯） 

ミツエイ ブリーチ 

キッチンブリーチ 

水 1Lに本商品 10ml（商品付属のキャップ 1/2杯） 

（プライベートブランド） 

ブランド名 

（五十音順） 

商品名 作り方の例 

イオングループ 

（トップバリュ） 

キッチン用漂白剤 水 1Lに本商品 10ml（商品付属のキャップ 1/2杯） 

西友/サニー/リヴ

ィン 

（きほんのき） 

台所用漂白剤 水 1Lに本商品 12ml（商品付属のキャップ 1/2杯） 

セブン＆アイ・ホー

ルディングス（セ

ブンプレミアムラ

イフスタイル） 

キッチンブリーチ 水 1Lに本商品 10ml（商品付属のキャップ 1/2杯） 

※上記の他にも、次亜塩素酸ナトリウムを成分とする商品は多数あります。表にない場合、商品パッケ

ージや HPの説明にしたがってご使用ください。 

＜参考リンク＞「ご家庭にある洗剤を使って身近な物の消毒を行いましょう（経済産業省ホームページ）」 

洗剤の使い方はこちら▶▶▶ 

【使用時の注意】 

・換気をしてください。 

・家庭用手袋を着用してください。 

・他の薬品と混ぜないでください。 

・商品パッケージや HPの説明をご確

認ください。 
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【活動をする際の留意点】 

 

 

 

・イベン参加時には体温を計測し、体調が悪い時は休みましょう。 

・症状がなくてもマスクを着用しましょう。 

・マスクを着用した場合は、お互いの距離は手が届く範囲でも可能だが接触は避けましょう。 

・こまめに、水と石けんで丁寧な手洗いと手指消毒を心がけましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

≪運営する時≫ 

・活動を運営する自分自身の健康管理にも十分に配慮しましょう。 

・参加者の体調の確認を行い、参加者名簿（名前、連絡先）を作成し、記録しましょう。 

注）発熱や咳などが認められる場合には、参加を断わりましょう。 

・換気を行いましょう。 ※P5参照 

・参加者には、「体温を計測する」 「症状がなくてもマスクを着用する」 「水と石けんで丁寧な手洗い 

をする」よう呼びかけましょう。 

 

 

 

 

感染拡大を防ぐためのポイント 

 ≪参加する時≫ 
 

現場で参加者に記載してもらうと器具の共

有が生じて、集団感染の危険性が高まりま

す。一人の方が記載するなど工夫し、十分な

感染対策をとるよう心掛けましょう。 
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・原則として、運動する場合はマスクを着用しないで下さい。 

ただし、屋内で複数の人が運動する場合はマスクを着用し、早めの休息を促しましょう。 

・運動後の会話時にはマスクを着用しましょう。 

・器具は共有しないで下さい。共有する場合は、使用した都度消毒しましょう。※P7～8参照 

・夏は熱中症予防のため、こまめに水分補給を行い、室温調整を行いましょう。 

 

 

 

 

・食事の前は、必ず石けんで手を洗いましょう。  

・座席は、相手と距離をとるかアクリル板を置くか、孤食としましょう。 

また、上記の対策が困難な場合は会食をやめましょう。 

・料理は個々に分けて、茶菓は個別包装されたものを選びましょう。 

・回し飲みや直箸はやめましょう。 

 

 

 

・複数の人が触れる手すり、ドアノブ、テーブル、イスなどは、適宜、アルコールや塩素系漂白剤（次亜塩 

素酸ナトリウム 0.05％）で消毒を行いましょう。 ※P7～8参照 

・文字（紙）や録音、マイクを活用するなど、大きな声を出す機会を少なくするよう工夫しましょう。 

 

 

 

 

身体を動かす活動の時 

 

食べたり飲んだりする時 

 

開催中は 

 

横並びで座っても、横

を向いて話したら、実

は正面よりも距離が近

くて感染の危険性が

高いです。 

マスクを着けたら多少の大きな声

は構わないが、歌ったり、大声を出

し続けたら感染の危険性は高まり

ます。 
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【屋外の活動（清掃活動・資源回収・自主防災訓練など）】   

 

       

 

 

 

         

 

 

 

 

 

     

 

 

【屋内の活動】 

 

 

 

 

 

                                                   

夏場の場合、のどが渇いていなくても、こまめに水分・塩分補給

を行いましょう。  

1日あたり 1.2L（リットル）を目安に摂取しましょう。 

例：ペットボトル500ml 2.5本     コップ（200ml）約6杯 

マスクを着用すれば作業（訓練）は、離れて行う必要はないが、

接触は避けましょう。   

マスクを着用したら会話を控える必要はありません。 

※P2～3参照  

気温が高い時は、涼しい服装を着て、日傘や帽子で直射日光を

避けましょう。 

少しでも体調が悪くなったら、涼しい場所へ移動しましょう。 

入退場の制限や誘導、手指の消毒、マスクの着用、室内の

換気などを行い、3つの密を避けましょう。 

※P2～6参照 

参加人数を把握し、イベントの内容によって収容人数の

制限を行いましょう。 
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【地域のお祭り】 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

集団感染を避けるため、活動する場合は、十分な対策をするとともに、感染・重症化リスクの高い人は

活動を自粛するよう呼びかけましょう。 

 

 

【定期総会・各種会議の開催】 

・委任や書面による決議、WEBを活用し、なるべく人が集まらない会議を行いましょう。 

・会議内容については、電話、文章、ホームページや一斉送信メールなどを活用して、情報共有を行い

ましょう。 

 

 

 

屋台の調理員は、必ずマスク、手袋を着用しましょう。 

手袋を着用していることに過信せず、手指消毒はこまめに行

い、手袋が汚れた際には新しい手袋に変えましょう。 

 

屋台の行列などで密集が起こらないよう、行列の人と人との

間隔を空け、整理券を配布するなどして行列が生じない工夫

を行いましょう。 

 

会場内に密集がおこる場合は、アルコール類の提供を禁

止し、飲食場所を設けないようにしましょう。 

 

 

 

✖ 
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【事例 1】受付 

・参加者の名前、連絡先を把握し、名簿を作成しましょう。 

・名簿作成の際は、個人情報の取扱いに注意しましょう。 

① 利用目的（新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため）と、必要に応じて保健所などの公的機

関へ情報を提供することを事前に説明しましょう。 

② 目的外の利用はできません。 

③ 集めた情報は、責任者を決め適正に管理しましょう。 

④ 一定期間（2か月程度）が過ぎた後は、適正に（シュレッダーにかけるなどして）廃棄しましょう。 

・参加者本人または同居の家族など身近な人の体調がすぐれない場合、参加を控えるようお願いしま 

しょう。 

・受付に人が密集しないよう、間隔をあけて受付をするように心がけましょう。 

・受付で、手指消毒（又は手洗い）とマスク着用を呼びかけましょう。 

 

【事例 2】会議の場の作り方 

・会場使用の前後で、会場の机やいすを消毒しましょう。 

・消毒する人は、マスクや手袋を必ず着用しましょう。 

・マイクを使いまわす場合、使用者が変わる都度、消毒しましょう。 

・対面にならないよう、互い違いに席を配置したり、間を十分に空けて席を作りましょう。 

・資料はできるだけ手渡しを避け、事前に送付したり、席に置いておくなどしましょう。 

 

【事例 3】チェックリストの活用 

・複数の活動に共通する事項は、チェックリストを作成し、役員間で共有しましょう。 

・新型コロナウイルス感染症に関する情報は、随時更新されるため、最新情報を確認するとともに、必

要に応じてリストを改訂しましょう。 
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【各種参考様式】 

□ 書面決議書作成例 

                                   令和□年〇月〇日 

   〇〇○○会 会員各位 

                                      〇〇○○会 

                                   会長 〇〇 ○○ 

令和□年度  ○○○○会総会開催（書面決議）のお知らせ 

日頃、○○会活動にご理解、ご協力をいただき暑くお礼を申し上げます。 

さて、当○○会では、例年この時期に定期総会を開催しておりますが、新型コロナウイルスの感染拡大防止

のため、今年度は書面決議で行うこととします。 

つきましては、別添の総会資料をお読みの上、お手数ですが令和□年〇月〇日必着で、書面表決書を○○〇

〇までご提出ください。 

議案の可決につきましては、ご提出いただいた書面表決書のうち、賛成が半数を超えた場合に可決とさせて

いただきます。ご理解のほど、よろしくお願い致します。 

なお、令和□年〇月〇日に開催しました役員会において、各議案については審議済みであることを申し添え

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□書面決議書作成例 

 書面表決書 

 令和□年度○○○○会総会（書面議決）について、次のとおり議決に関する権限を行使します。（※各議

案について「賛成」「反対」のどちらかに〇をつけて下さい） 

第 1 号議案 令和△年度事業報告   賛成 ・ 反対 

第 2 号議案 令和△年度決算報告   賛成 ・ 反対 

第 3 号議案 令和□年度事業計画（案）賛成 ・ 反対 

第 4 号議案 令和□年度予算（案）  賛成 ・ 反対 

第 5 号議案 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇  賛成 ・ 反対 

ご意見がありましたら記入してください。 

 

              住所 

              氏名                          ㊞ 
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令和□年〇月〇日 

   〇〇○○会 会員各位 

                                       〇〇○○会   

 会長 〇〇 ○○ 

令和□年度  ○○○○会総会書面議決の結果について 

日頃、○○会活動にご理解、ご協力いただきお礼を申し上げます。 

さて、本年度の〇〇○○会総会は書面での議決とし、書面表決書をご提出いただきましたが、その結果につい

て下記のとおりご報告します。 

記 

令和□年度 〇〇○○会総会議決結果 

・議案 

第 1 号議案 令和△年度事業報告     可決 

                   （賛成〇票、反対〇票、無効〇票） 

第 2 号議案 令和△年度決算報告     可決 

                   （賛成〇票、反対〇票、無効〇票） 

第 3 号議案 令和□年度事業計画書（案） 可決 

                   （賛成〇票、反対〇票、無効〇票） 

第 4 号議案 令和□年度予算（案）    可決 

（賛成〇票、反対〇票、無効〇票） 

第 5 号議案 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇    可決 

 （賛成〇票、反対〇票、無効〇票） 

・結果 

すべての議案について、過半数の賛成をもって可決されました。 

第〇号から第〇号までの議案について、過半数の賛成をもって可決されました。 

第〇号議案について、過半数の賛成をもって可決されました。 

・特記事項 
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□ 企画参加同意書例（イベント開催時など） 

企画参加同意書 

記載事項をすべてお読みいただき、枠内すべての事項にチェックとご記入・ご署名が確認できた場合のみ参加 

可能とします。ご記入後は参加受付にご提出ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会場内では次の感染対策を実施します。 

〇入口のドアの開放および定期的な室内換気を行います。 

〇受付各所および会場内座席には十分な距離を確保します。 

〇会場内備品や設備各所は定期的な消毒を行います。 

〇受付・会場の内係員はすべて検温と健康観察を行い、体調に異常がないことを確認しております。 

 

 

 

 

同意できる事項にチェックをつけてください（8 か所） 

□本日、来場前に検温を行いました（体温は下枠内に記載してください） 

□現在の健康状態に問題ありません。また、参加中も体調変化には十分留意いたします。 

□過去 2 週間以内に、新型コロナウイルス感染者との濃厚接触はありません。 

□過去 2 週間以内に、入国制限等のある国・地域からの渡航者・在住者との濃厚接触はありません。 

□会場内ではマスクを着用し、こまめな手洗いと咳エチケットを徹底します。 

□濃厚接触者となった場合は、接触してから 2 週間を目安に自宅待機の要請が行われる可能性があることを

承諾します。 

□万が一参加者内においてクラスターが発生した場合、行政機関や保健所等に対し本同意書記載の連絡先を

開示することについて承諾するとともに、追跡調査に協力します。 

□混雑時には会場内での入室制限や参加時間に変更が生じる可能性があることを承諾します。その際は主催

会長および会場責任者・会場係員の指示や誘導に従います。 

私は本『企画参加同意書』記載のチェックリストを確認し、項目について順守するとともに、自らの意思 

に基づき参加します。 

日付：      年   月   日     

本日の体温：       度   分      

参加者氏名：                  

連絡先電話番号：                

※本同意書は 2 か月間保管後、破棄致します。法令等に基づく開示請求を受けた場合を除き、第三者への開示提供や他目的での利用は行いません。 
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□ チェックリスト例 

  

 

 

活動名：                                

日時：     年   月   日（  ）      ～       

場所：                                  

 
感染症対策 チェック欄 

1 発熱等の風邪の症状がみられる参加者はいない。 
 

2 全員マスク着用している 

（ただし熱中症などに十分気をつける事） 
 

3 活動開始前の手洗い、または手指の消毒を行う。 
 

4 屋内活動の場合は、密集・密閉の起こらない十分な広さの部屋を使

う。（部屋の定員は通常の半分以下を目安とする） 
 

5 参加者同士の距離をできるだけ 2ｍ程度空け、手の届く距離に集まら

ない配慮を行う。 
 

6 近距離での会話や、大声の発声、歌唱などの活動は出来るだけ控え

る。 
 

7 息が上がる激しい運動を伴う活動の際は、より一層参加者同士の距離

を空ける。 
 

8 飲食を伴う活動の場合は、手洗いの徹底、対面での会食を避ける、会

話を控えるなどの配慮を行う。 
 

9 直接、手と手の接触など身体的接触のある活動は行わない。 
 

10 窓を開けて実施するか、定期的な換気を行う。可能であれば 2 方向の

窓を同時に開け、1時間に 2回以上、数分間程度換気を行う。 
 

11 当日の参加者名簿を作成し、感染者が出た場合には参加者に連絡で

きる体制をとる（感染者が出た場合に追跡を可能とするため）。 
 

 

 

・活動前に参加者全員で各チェック項目を確認し、名簿を作成しましょう。 

・活動終了後、このチェッリストと参加者名簿を保管しましょう。 

（万一、感染者が発生した場合に保健所に連絡できるよう 2か月間保管） 
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□ チラシ 

 

新型コロナウイルス感染対策 

Measures against COVID-19 

針對新型冠狀病毒的預防措施 

신형 코로나 바이러스 대응에 대해 

 

 

 

                     

  

 

 

 

 

  

 

 

皆様へご案内 
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【会議の場の作り方の例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

室内で会議等を行う場合で、隣り合って座る際は、隣と 1m 程間隔を開

けましょう。また、対面で座る際は 2m 程間隔をあけ、真正面ではなく

横にズレて座ると良いです。 

換気の際は、空気の通り道を意識しながら窓やドアを開けましょう。 

さらに、手指の消毒は、会場に入る前と後に行うと良い。 

換気 
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新型コロナウイルス感染症について  

1.「新型コロナウイルス」とは、どのようなウィルスですか？ 

「新型コロナウイルス（SARS-CoV2）」はコロナウイルスのひとつです。コロナウイルスには、一般の風邪の原因と

なるウイルスや、「重症急性呼吸器症候群（SARS）」や 2012年以降発生している「中東呼吸器症候群（MERS）」

ウイルスが含まれます。 

 ウイルスにはいくつか種類があり、コロナウイルスは遺伝情報として RNAをもつ RNAウイルスの一種（一本鎖

RNAウイルス）で、粒子の一番外側に「エンベロープ」という脂質からできた二重の膜を持っています。自分自身

で増えることはできませんが、粘膜などの細胞に付着して入り込んで増えることができます。 

 ウイルスは粘膜に入り込むことはできますが、健康な皮膚には入り込むことができず表面に付着するだけと言わ

れています。物の表面についたウイルスは時間がたてば壊れてしまいます。ただし、物の種類によっては 24時間

～72時間くらい感染する力をもつと言われています。 

 手洗いは、たとえ流水だけであったとしても、ウイルスを流すことができるため有効ですし、石けんを使った手洗

いはコロナウイルスの膜を壊すことができるので、更に有効です。手洗いの際は、指先、指の間、手首、手のしわ等

に汚れが残りやすいといわれていますので、これらの部位は特に念入りに洗うことが重要です。また、流水と石け

んでの手洗いができない時は、手指消毒用アルコールも同様に脂肪の膜を壊すことによって感染力を失わせるこ

とができます。 

2.新型コロナウイルス感染症にはどのように感染しますか？ 

一般的には飛沫感染、接触感染で感染します。閉鎖した空間で、近距離で多くの人と会話するなどの環境では、咳

やくしゃみなどの症状がなくても感染を拡大させるリスクがあるとされています。（WHOは、一般に、５分間の会

話で１回の咳と同じくらいの飛まつ（約 3,000個）が飛ぶと報告しています。） 

 「飛沫感染」とは： 感染者の飛沫（くしゃみ、咳、つばなど）と一緒にウイルスが放出され、他の方がそのウイルス

を口や鼻などから吸い込んで感染することを言います。 

 「接触感染」とは： 感染者がくしゃみや咳を手で押さえた後、その手で周りの物に触れるとウィルスがつきます。

他の方がそれを触るとウイルスが手に付着し、その手で口や鼻を触ることにより粘膜から感染することを言いま

す。WHOは、新型コロナウイルスは、プラスチックの表面では最大 72時間、ボール紙では最大 24時間生存す

るなどとしています。 

3.無症状病原体保有者（症状はないが検査が陽性だった者）から感染します

か？ 

一般的に、肺炎などを起こすウイルス感染症の場合は、症状が最も強く現れる時期に、他者へウイルスを感染させ

る可能性が最も高くなると考えられています。 
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 しかし、新型コロナウイルスでは、症状が明らかになる前から、感染が広がるおそれがあるとの専門家の指摘や

研究結果も示されており、例えば、台湾における研究では、新型コロナウイルス感染症は、発症前も含めて、発症前

後の時期に最も感染力が高いとの報告がされています。 

  したがって、人と人との距離をとること（Social distancing: 社会的距離）、外出の際のマスク着用、咳エチ

ケット、石けんによる手洗い、アルコールによる手指消毒、換気といった一般的な感染症対策や、十分な睡眠をと

る等の健康管理を心がけるとともに、地域における状況（緊急事態宣言が出されているかどうかやお住まいの自

治体の出している情報を参考にしてください）も踏まえて、予防に取り組んでください（予防法のQ&Aを参照く

ださい）。 

4. PCR陰性という結果をもらったら、マスクをしないなど感染予防しなくて

もいいですか？ 

違います。対策は必要です。 

岩手県でも、濃厚接触者の検査でＰＣＲ陰性の後、症状が出て再度ＰＣＲ検査をしたところ陽性の結果が相次いで報

告されています。これは、新型コロナウイルスに感染していても、3～4割はＰＣＲ検査結果に出ないというＰＣＲ検査

の限界があります。よって、ＰＣＲの結果が陰性であっても濃厚接触してから 14日間は体調の変化に注意すると共

に、マスクを着用して生活しましょう。 

 

  ＜参考リンク＞ 「新型コロナウイルス感染症Q＆A 厚生労働省」    
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また、「スティグマを避けよう」という言葉を皆さんは聞いたことがありますか？ 

“スティグマ”・・・日常ではなかなか聞きなれない言葉ですね。 

スティグマとは、差別・偏見と訳されるが、特定の事象や属性を持った個人や集団に対する、間違った

認識や根拠のない認識のことを言います。 

 

保健医療に関する社会的スティグマとは、ある特定の特徴をもつ個人や集団を、ある特定の病気と誤

って関連付ける事を指します。感染症流行時には、特定の人々が疾患と直感的に結びつけられること

によって、レッテルを張られ、固定観念を持たれ、差別を受け、阻害され、その社会的地位が損なわれ

ることになります。 

このような扱いは、疾患を抱える人々だけでなく、介護者、家族、友人、地域社会にも悪影響を与える

可能性があります。病気でないのに、スティグマの対象となる集団と関連する特徴をもつ人々もステ

ィグマに苦しめられる可能性があります。 

現在の COVID-19の流行は、特定の民族的背景を持つ人々に留まらず、ウイルスに接触したと思わ

れる人に対しても、社会的スティグマや差別的な行動を引き起こしています。 

COVID-19に関する社会的スティグマについて防止と対応が下に記されております。是非ご参照く

ださい。 

＜参考リンク＞ 

UNICEF     https://www.unicef.or.jp/news/2020/0096.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.weblio.jp/content/%E5%B7%AE%E5%88%A5
https://www.weblio.jp/content/%E5%81%8F%E8%A6%8B
https://www.weblio.jp/content/%E7%89%B9%E5%AE%9A%E3%81%AE
https://www.weblio.jp/content/%E4%BA%8B%E8%B1%A1
https://www.weblio.jp/content/%E5%B1%9E%E6%80%A7
https://www.weblio.jp/content/%E5%80%8B%E4%BA%BA
https://www.weblio.jp/content/%E9%9B%86%E5%9B%A3
https://www.weblio.jp/content/%E5%AF%BE%E3%81%99
https://www.weblio.jp/content/%E9%96%93%E9%81%95
https://www.weblio.jp/content/%E8%AA%8D%E8%AD%98
https://www.weblio.jp/content/%E6%A0%B9%E6%8B%A0
https://www.weblio.jp/content/%E8%AA%8D%E8%AD%98
https://www.unicef.or.jp/news/2020/0096.html
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おわりに  

岩手県でも新型コロナウイルス感染症に感染された方々がいらっしゃいます。 

感染された方々及びそのご家族におかれましては、不安な日々を過ごされていると思います。 

一日も早く回復されますよう心よりお祈りいたします。 

紫波町の皆様には、引き続き落ち着きを持った冷静な対応を心がけていただき、お互いに思いやりの

ある行動をしていただきますようお願いいたします。 
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